
- 184 人工呼吸:19巻2号

C-20 ETC02の変化の検討 ~挿管の移送時~
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【はじめに]動脈血二酸化炭素分圧は呼

吸循環動態を見るのに重要なパラメータ

ーのひとつである。例えば、頭部重症患

者の脳保護を考慮した呼吸管理の中でも

二酸化炭素の管理が重要であるとされて

いる。しかし、血液ガス分析は患者にと

って浸襲的であり、また簡易的でリアル

タイムに動脈血に酸化炭素分圧を測定で

きるものがない為、我々はこれらの問題

点を解決している ETC02をPaC02代替

パラメーターとして用いている。また、

ETC02は従来、麻酔深度の目安として使

用されることが多かったが、今後は心臓

マッサージの有効度評価、挿管手技の評

価、人工呼吸の換気評価に生かしていく

ことのできるパラメーターといえる。【目

的]最終的には、人工呼吸管理中の患者

にとって移送中や検査中の呼吸管理が与

える影響を検索していきたいと考えてい

るが、今回は移送中のETC02に関して連

続的にモニタリングし、移送時における

ETC02測定の必要性等を検討した。 【方

法]初療室にて患者が挿管されてから

ICUへ入室する間の ETC02の測定を行

った。用手換気時には、手技者に測定値

を見せないようにして測定値によって人

工呼吸方法に影響がでないようにした。

測定機器にはハンドヘノレドモニタ

OGS-2001 (日本光電社製)を使用した。

[結果]挿管してから移送するまで人工

呼吸器により呼吸管理を行った場合では

全体的に時間が経過するにつれてETC02

値が正常値範囲に収束していった。また

ETC02値が安定していく傾向にあった。

それに比べ、移送時にアンビューパック

により用手換気にて呼吸管理を行った場

合は、 ETC02値は収束することなくおお

よそ移動する直前の ETC02値を前後し

ていることが分かつた。また、安定した

呼吸管理されている患者もいれば、不安

定な呼吸管理をされている患者もみられ

た。【考察]人工呼吸器による呼吸管理に

おいては呼吸回数が一定である為、

ETC02値が安定すると考えられる。しか

し、用手換気による呼吸管理においては

手技者により換気条件が異なる為、呼吸

回数が一定でなくなり ETC02値が不安

定になると考えられる。また、挿管直後

にETC02値を測定することは、愚者の呼

吸状態を把握するのに有用であると考え

られる。[結語]ETC02値を継続的にモ

ニタリングすることにより、挿管後にお

ける換気状態の確認、および移送時にお

ける適切な呼吸管理を行う上で有用であ

る。




